
児童先達支攫事業所における自己辞林結果（公表）

チェック4日 �はい �いいえ �工夫している点 � 

環 境 体 制 整 傭 �1 �利用定員が指導pll織豊等スペースとの関 係で適切である �5 �0 � � 2 �職員の配置数は適切である �4 �1 � � 

3 �生活空間は、本人にわかりやすくI■遁化 された環境になっているか．また、陣が いの特性に応じ、事業所の設備等は、バ リアフリー化や情報伝達等への配慮が適 甘lになされている �5 �0 � � 

4 �生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる 環境になっているか。また、子ども連の 活動に合わせた空間となっている �5 �0 � � 

兼 務 改 善 �5 �業務改善を進めるためのPOCAサイクル （目標設定と攫り返り）に、広く職員が 参画している �5 �0 � � 

6 �保護者等向け評価表により、保護者等に 対して事業所の評価を実施するととも に、保護者嶋の意向等を把握し、業務改 善につなげている �5 �0 � � 

7 �事業所向け自己評価養及び保護者向け評 価表の結果を踏まえ、事業所として自己 絆鏑を行うとともに、その結果による支 排の賞の評価及び改善の内容を、事業所 の会報やホームページ等で公開している �5 �0 � � 

8 �第三者による外龍評価を行い、評価摘果 を兼務改善につなげている �5 �0 � � 

9 �職員の資責の向上を行うために、研修の 機会を確保している �5 �0 � � 

適 切 な 支 援 の 捷 供 �10 �アセスメントを適切に行い．子どもと保 護者のニーズや課血を客観的に分析した 上で、児童発達支援計画を作成している �5 �0 � � 

11 �子どもの遠応行動の状況を把握するため に、標準化されたアセスメントツールを 使用している �5 �0 � � 

12 �児壬発達支援計画には、児童発達支援ガ イドラインのr児童発達支援の提供すべ き支蹟」の「発達支援（本人支援及び移 行支援）」、r家族支撲」、「地域支 援」で示す支援内容から子どもの支援に 必要な項目が適切に選択され、その上 で、具体的な支援内容が設定されている �5 �0 � � 

13 �児玉発達支援計画に沿った支技が行われ ている �5 �0 � � 

14 �活動プログラムの立案をチームで行って いる �5 �0 � � 

15 �活動プログラムが固定化しないよう工夫 している �5 �0 � � 

16 �子どもの状況に応じて、個別活動と集団 活動を適宜組み合わせて児童発達支援計 画を作成している �5 �0 � � 

17 �支援朋姶前には職員間で必ず打合せを し．その日行われる支援の内容や役割分 担について確認している �5 �0 � � 

18 �支援終了後には、Il員間で必ず打合せを し、その日行われた支援の振り返りを行 い、気付いた点等を共有している �4 �l � � 

19 �日々の支援に関してた録をとることを徹 底し、支援の検証・改善につなげている �5 �0 � � 

20 �定期的にモニタリングを行い、児童発達 支援計画の見直しの必要性を判l折してい る �4 �1 � � 



■ 僕 ■ ■ や 優 t ● と の 暮 書 �21 �陣書児相醜支壇事集断のサービス担当書 食暮にその手どもの状況に■iした書も ふさわしい■・が●Fしている ��4 �1 � � 

22 �母子優tやチビも・手書て支攫事の■係 書や■係■■と▲撫した支柵を行ってい る ��5 �0 � � 

23 �・一■こ′・ン一　日■一 陣がいのある子ども尊を支繍している■ 合） 地嶋の優儀、匿■、陣書橿牡、優書、教 書事の■偽書■と止揚した支雄を行って lt1 ��5 �0 � � 

24 �l lI 合） 手 lt �∴・∴一シ■t・后 がいのあるチビも書を支繍している■ どもの主治匿や協力匿●櫨■書と■鎗 tlさ－壬T■Lヽ員 �5 �0 � � 

25 �移行支嬢として、曝書断や曝定ことも ■、幼稚■、構別支櫨攣牧（幼稚＄）事 との間で．支機内尊書の惰■共有と相互 書群を興っている ��5 �0 � � 

26 �移行支廿として、小事故や鞭別支繍讐牧 （小事静）との間で、支機内尊書の什■ 共書と相互可解を中っている ��4 �1 � � 

27 �他の児工繋靂文書センターや児】■鸞靂文 壇事象断、彙連陣暮■支攫センター書の ●口糧■と■携し、助書やす尊を釘ナて Ll息 ��4 �1 � � 

28 �良書所や比定こども■、幼tt書との交 流や、IIがいのない子どもと活Ilする■ 曇がある ��5 �0 � � 

29 �（自立支繍）協■金手ども節食や地寸の ��3 �2 � �コロナ柵で●加出来なかった。 チビも・手書て会■書へ柵種的に●加し ている 

30 �日叫から子どもの状況を優れ書と伝え合 い、子どもの集1の状況や■tについて 共通理解を持っている ��5 �0 � � 

31 �ニーl－′・て■′・L二一1・T」 保1書に対して徽簑支4プログラム（ペ アレントトレーニング書）の支壇を I羊′ヽrl．1ふ ��5 �0 � � 

徽 寸 書 へ の 脆 ■l t 仕 事 �32 �玉曽幾租、利用書■担書について丁雷な 観明を行っている ��5 �0 � � 

33 �児t鶉遍支攫ガイドラインの「児工集ま ��5 �0 � � 

支攫の提供すべき支攫」のねらい及び支 ■内書と、これに暮づき作成されたr児 

1集濃支壇肘■」を示しながら支繍内書 の観明を行い、侵す書から児t集i支攫 tl書の闘士を得ている 

34 �定期的に、優寸書からの子▼ての嶋み鴨 に対する相良にi切に応じ、必事な助富 と支櫨を行っている ��5 �0 � � 

35 �父母の曇の薄れを支捜したり、優■書食 事を用心する■により、侵す書闘士の遍 機を支攫している ��5 �0 � � 

36 �手どもや優t書からの相計や申入れにつ いて、対応の体Ilを暮■するとともに、 手どもや優ttに層知し、相且や申入れ があった■合にa速かつ■切に対応して いる ��5 �0 � � 

37 �定期的に食t尊を彙行し、活■義事や行 事予定、1ヰ体■書の冊を手どもや優 寸書に対して免償している ��5 �0 � � 

38 �■人情書の取敵いに十分注暮している ��5 �0 � � 

39 �陣がいのある子どもや優慎肴とのt息の 41や什■伝魂のためのモ■をしている ��5 �0 � � 

40 �事■断の行事に地■住民を締檜する書地 t山こ開かれた■霊1管をすっている ��5 �0 � � 

41 �失血時対応マニュアル、防犯マニュア ル、■染虚対応マニュアル書を★走し、 ■1や保覆者に用知するとともに、発生 を想定した即位を灸臨している ��5 �0 � � 



靡 ♯ 鴨 書 の 対 応 �42 �葬★災書の発生に■え、走期的に濃暮、 救出その他必事なれ♯を行っている �5 �0 � � 13 �事前に、1義や予断糠積、てんかん発作 事のこどもの状況を穐瞳している �5 �0 � � 

44 �食鞠アレルギーのある子どもについて、 匿拝の指示書に暮づく対応がされている �5 �0 � � 

45 �ヒヤリハット事例■を作成して事彙所内 で共有している �5 �0 � � 

46 �■櫓を防止するため、■▲の剛■曇を ヰ優する書、i切な対応をしている �5 �0 � � 

47 �どのような■合にやむを博す書体鵬★を 行うかについて、組書的に決癒し、手ど もや保1書に事前に十分に説明し7鋼を 得た上で、児暮免濃支繍針事に記tして いる �5 �0 � � 


